
　　・コロナ禍で中断していた事業の計画・実施の再開を目指し、子どもや地域住民との関りを再構築する。

　　・５名のコーディネーターの担当校及び担当業務を明確化し、事業計画・実施を円滑に進める。

　・毎年希望者を募り、ときには大人も参加し、テーマに 　・親子交流活動として、『親子うどん打ち』を毎年

　　沿って話し合いを行っています。異学年の交流の場で 　　開催し、多くの親子に参加していただいていまし

　　あり、中学生が班のリーダーとなって進めています。 　　たが、コロナ禍で中断。令和５年度は、次年度の

　　令和５年度は、川崎市子どもの権利担当職員を講師に 　　再開に向けて、委員に対するオペレーションの確認を

　　迎え『川崎市子どもの権利に関する条例』をテーマに、 　　しました。

　　意見交換をして

　　理解を深め

　　ました。

　・講演者を招いて、聴講・グループワークを開催して、地域の方の

　　学びの場となっています。令和５年度は、         

　　川崎市子どもの権利担当職員を講師に 　　　

　　迎え、大人向けに、 　　　

　　『川崎市子どもの権利に関する条例』

　　の講演をしていただき好評でした。

♪令和６年度は、ハートフルコンサートの再開も目指しています♬

　　

　　　　　　 

随時、活動報告やお知らせを

UPしています。

覗いてみてね！

金程中学校区地域教育会議

　・住民委員、学校職員、自治会・町会代表、地域の

　　関係諸団体代表等同士で情報共有と、協力し合え

ネットワーク会議 広報活動

活動方針

　・自治会主催の『夏まつり』に広報活動を兼ねて、

　　麻生区役所危機管理担当にご協力いただき、防災

　　今後も地域と連携しながら、

　　活動の周知に努めていきます。

　　る事案の模索の場として、年２回開催しています。

　　多くの方に参加して

　　いただけるように、

　　対面とオンラインで

　　実施しています。

　　ワークショップを実施しました。

　　多くの方に参加していただき

　　ました。

　　『うぐいすだより』

教育を語るつどい 　　　ホームページ

子ども会議 うどん打ち研修会


